






要約 

全身急速凍結法を用いて胎生期と新生児期の心臓と大血管の生体内の形態を研究した。右

室壁は胎生期には左室と同じ厚さを持つが,生後は急速に薄くなった。肺循環の変化に応じ,

胎生期と比べて生後の肺動脈と肺静脈は急に太くなった。臍帯循環の停止に伴い,下行大動

脈と下大静脈は出生後一時小さくなった。 


